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株式会社寺岡精工

ごみ管理及び削減の秘策と

成功事例
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1,   会社概要：寺岡精工

2, 環境問題の広がり

3, 廃棄物削減のためには？

4, はかりによる従量課金制度

5, 導入事例

コンテンツ
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会社概要

本社: 東京都大田区

国内営業所: 46

海外子会社: 15 カ国

設立: １９３４年
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流通小売

飲食業

食品工場

物流

事業分野
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主な取扱製品

POSシステム デジタルスケール 自動包装機

ペットボトル回収機 自動ラベラー 計測機器



無断開示・無断複製禁止 6©2020  TERAOKA SEIKO Co., Ltd.

お客様先での運用例
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環境関連製品
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ペットボトルリサイクル導入事例 7-Eleven様

設置店舗様７＆i 本部様

リサイクラー

お客様と共に目指します。

Wheels (connected to SDGs)：7つのステークホルダー

情報発信 教育(エコ育)
ペットボトル小型減容回収機

DRV-100

回収業者

飲料メーカー
ボトルtoボトル
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消費者参加型ペットボトルリサイクル

2018年2月 東京都・埼玉県300店舗にて稼働開始 2019年6月 沖縄県内店舗にて稼働開始

×

ペットボトルリサイクル導入事例 7-Eleven様
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設置状況写真

ペットボトルリサイクル導入事例 7-Eleven様
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リサイクルスキーム(ボトルtoボトル)

✔ セブン＆iグループ店舗で回収してリサイクル⇒リサイクルの見える化

✔ 100％再生PET樹脂を利用

共同開発商品「一（はじめ）緑茶 一日一本」×

2019年6月5日共同記者発表

ペットボトルリサイクル導入事例 7-Eleven様
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現在のごみ問題について＜海洋プラスチック＞

海洋プラスチックの問題は世界的な問題に発展
※参考：https://www.wwf.or.jp/activities/
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現在のごみ問題について＜海洋プラスチック＞

スターバックス等の大手飲食業界ではプラスチックストロー廃止

タイ主要コンビニ・スーパーで
レジ袋配布禁止

海外のコンビニ・スーパーで、プラスチック製レジ袋配布禁止



無断開示・無断複製禁止 14©2020  TERAOKA SEIKO Co., Ltd.

世界各国でフードロス問題が注目され、様々な取り組みが進んでいます。

現在の廃棄物問題について＜フードロス＞

フランス まだ食べられる食品の廃棄を禁止し、慈善団体へ寄付すること
を義務づける法律

イギリス 余った食品を全て地域の慈善団体に寄付するプログラム
「Community Food Connection」を始める(TESCO)
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フードロス問題は今後日本の企業が取り組まなければならない大問題です

〇日本のフードロス(年間632万トン)は、世界全体の食料援助量の約2倍
〇国民1人1日あたりのフードロス量は、おおよそ茶碗1杯分のごはんの量に相当

日本の「食品ロス」
(約632万トン)

事業系
うち可食部分と
考えられる量
(330万トン)

家庭系
うち可食部分と
考えられる量
(302万トン)

＞

≒

世界全体の食料援助量(2014)
約320万トン

国民1人1日あたりフードロス量
約136g

(茶碗約1杯のごはんの量に相当)

資料：WFP, 総務省人口推計(25年度)

現在の廃棄物問題について＜フードロス＞

食品ロス削減推進法 が2019年10月施行

まだ食べられる物を廃棄しない
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廃棄物は減らしたい

廃棄物削減のためにどうすればよいのか？

でも何から取り組めばいいのだろう？

今どのくらいの廃棄物を排出されていますか？

正確な量はわからない

よくある例

まずは現状把握から始めましょう



無断開示・無断複製禁止 17©2020  TERAOKA SEIKO Co., Ltd.

取り組みのスタートとして、計量器による見える化を位置づけ

廃棄物削減のためにどうすればよいのか？
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廃棄物計量管理の主な問題点①

「ごみ捨て」は「できればやりたくない仕事」です。
この作業に「計量」「記帳」という動作が加わることは、負担が増えてしまいます。
負担が増えてしまっては、環境保全への取り組みにもブレーキがかかってしまいます。

よくある例

体重計や簡易台秤 手書き計量台帳

・簡易的なハカリで計量
（薄暗く表示もよく見えない）

・結果を台帳に手書きで記入
（日付・部門・ごみ種類・kg）

手間がかかる

計量しなくなる

適当になってしまう

手間が煩雑で面倒
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廃棄物計量管理の主な問題点②

膨大なデータを管理するため労力・時間のロスが多い

廃棄物の管理に費やす労力は最小限度にとどめ、従来の業務に支障をきたさないことが重要です。

よくある例

計量結果は台帳に手書き記入。
毎月決まった日に、管理担当者が台帳記載内
容をPCに打ち込み作業。

汚れていて字が読み取れない･･･

数が多くなるにつれ、作業量が膨大になる･･･

管理業務に時間と労力がかかり過ぎる。

正確な数値管理ができない。

手書き計量台帳

二度手間

時間の浪費

結果が不正確
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はかりによる簡単で正確な数値管理

「どこから」「どんな廃棄物が」「どれだけ」

排出されているのかを、【簡単】に、【正確】に量る ことが重要

計量したデータはクラウドサーバーで集中管理
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食品リサイクル法対応

従量課金（テナント管理）確立

ISO14001

エコアクション21

はかりによる数値管理が必要な理由

行政への報告(毎年)

排出量に応じた処理費用の請求

責任部署の明確化・正確な数値管理

レポート作成・公表
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テナント管理におけるごみ計量管理の必要性

・処理料金を、従来の共益費で賄いきれなくなってきた。
でも共益費の値上げには反対の声もある

・ごみ袋の有料化、廃棄物処理料金の値上げ

課金すると廃棄物削減に真剣に取り組みます。

結果として、その施設から出る廃棄物の総量の削減につながる。

コストダウンと廃棄物削減の両方を実現！

では、廃棄物処理料金だけは共益費から除いて、
別に徴収することにしたらどうか？
ただし、公平な課金制度でなくてはならない。

廃棄物の品目ごとに、処理単価を設定。計量することで、廃棄物
を排出した分だけ課金する制度を提案。
テナント毎の不公平感も解消し、明確な課金制度を実現。

テナントへの課金

はかりによる従量課金制度
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テナントへの課金

Check!

課金することで発生抑制 効果に！

コストダウンとごみ削減の両方を実現！

導入事例①_従量課金制度
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◎ 食品リサイクル法の対応

◎ 排出者責任の明確化

廃棄物の分別・計量によって、

廃棄物の発生元や種類を適正に捉えることが必要。

◎ 廃棄物を細分化

◎ リサイクル資源化の推進

『廃棄物計量システム』導入の目的 廃棄物削減の取り組み

排出される廃棄物を19種類 に分別

各店舗の計量データを本社サーバーで一括管理。
リサイクルセンターでは、店頭回収のごみも計量。

◎ テナントへの従量課金制度の確立

混ぜればごみ 分ければ資源

導入事例①_従量課金制度
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※ C社様の環境報告書より参照

廃棄物排出量の推移（総排出量）

分別の徹底と計量実施の結果、毎年削減してきています。
一番のポイントは、従業員様の意識改革です！

重量(kg)

（年度）

60,000,000

65,000,000

70,000,000

75,000,000

80,000,000

85,000,000

2012 2013 2014 2015 2016

4,200t
削減

導入事例①_従量課金制度
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・ISO14001取得済み。正確な数値管理のため。
従業員6100名が従事しており、ごみの削減できないことと分別が徹底されず苦労。

導入事例②_ISO14001対応 栃木県自動車工場

・部門数：86部門
・ごみの種類：28分類

・計量実績により各部門に廃棄物処理費の経費分担
・部門別の排出グラフを作成し、排出状況を一目でわかるようにした
・品目別の割合グラフを作成し、何のごみが多く出ているのかを把握し対策
・排出量の推移をグラフ化し、削減取り組みに対する成果を一目でわかるようにした

1.従業員様の意識向上
2.分別意識の徹底
3.前年比10％の削減

●運用

●導入の目的

●対策

●導入効果
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導入事例③_JR博多シティ様
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排出事業者①
店舗A

排出事業者①
店舗B

排出事業者②
店舗

排出事業者①
本部

排出事業者②
本部

企業全体の排出量
を知りたい

収集運搬業者

※排出事業者①と②の
収集運搬・管理を行っている

収集運搬・管理している
企業の排出量を知りたい

店舗の排出量
を知りたい

廃棄物計量管理システムの仕組み

廃棄物計量管理システム

(クラウドタイプ)
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廃棄物計量システム 主な導入実績

ショッピングモール
テナントビル

ホテル
食品工場

工場

スーパーマーケット 百貨店 その他

450 50 150

900 100 350
約2000拠点
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廃棄物削減のポイント

正確な数値化

分別の徹底
素材ごとに分別し、資源としてリサイクル

発生状況を把握し、発生抑制効果を測定


